
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和04年06月  日 

 

熊 本 市 長  殿 

 

提出者                   

住 所 

福岡市中央区大名１丁目１４番４５号 

氏 名 

株式会社 鴻 池 組 九州支店 

                         執行役員支店長 川端 陽一 

                                              電話番号：092–721-5028 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  株式会社 鴻池組 九州支店 

事 業 場 の 所 在 地  福岡県福岡市中央区大名1-14-45 

計 画 期 間  令和04年04月01日 ～ 令和05年03月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類  総合建設業 

②事 業 の 規 模  別紙参照 

③従 業 員 数  別紙参照 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 別紙参照 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

  別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（  ３ 年度）実績】       

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

排 出 量 別紙参照 別紙参照     

（これまでに実施した取組） 

 産業廃棄物処理に係る管理体制のもと、別紙のとおり、 

 産業廃棄物排出の抑制、再生利用に努めている。 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

排 出 量 別紙参照 別紙参照     

（今後実施する予定の取組） 

 上記同様、環境負荷の低減に努め、強化・継続的改善を 

 図る。 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 産業廃棄物処理に係る管理体制のもと、別紙のとおり、 

 産業廃棄物の分別に努めている。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 上記同様、指導・教育に努め、強化・継続的改善を図る。 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（  ３ 年度）実績】 

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
別紙参照 別紙参照     

（これまでに実施した取組） 

 別紙参照 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
別紙参照 別紙参照     

（今後実施する予定の取組） 

 別紙参照 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（  ３  年度）実績】  

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
別紙参照 別紙参照     

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
別紙参照 別紙参照     

（これまでに実施した取組） 

 別紙参照 

  

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
別紙参照 別紙参照     

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
 別紙参照  別紙参照 

（今後実施する予定の取組） 

 別紙参照 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（  ３  年度）実績】 

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

別紙参照 別紙参照     

（これまでに実施した取組） 

 別紙参照 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

別紙参照 別紙参照     

（今後実施する予定の取組） 

 別紙参照 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（   ３  年度）実績】  

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

全 処 理 委 託 量 別紙参照 別紙参照     

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
 別紙参照  別紙参照 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙参照     別紙参照     

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
 別紙参照  別紙参照 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙参照     別紙参照     

（これまでに実施した取組） 

 別紙参照 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類  別紙参照  別紙参照 

全 処 理 委 託 量 別紙参照 別紙参照     

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
 別紙参照  別紙参照 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙参照     別紙参照     

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
 別紙参照  別紙参照 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙参照     別紙参照     

（今後実施する予定の取組） 

 別紙参照 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



産業廃棄物処理計画書（第２面～第５面）別紙 単位：トン（ｔ）
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①現状 排出量 131.3 595.3 0.0 0.0 0.0 170.3 128.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 1,043.1

②計画 排出量 131.0 595.0 0.0 0.0 0.0 170.0 128.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1,042.0

①現状 自ら再生利用を行った 産業廃棄物の量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画 自ら再生利用を行う 産業廃棄物の量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら熱回収を行った 産業廃棄物の量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら熱回収を行う産業廃棄物の量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら中間処理により減量する産業廃棄物の量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

①現状
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全処理委託量 131.3 595.3 0.0 0.0 0.0 170.3 128.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 1,043.1

優良認定処理業者への処理委託量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

再生利用業者への処理委託量 131.3 595.3 0.0 0.0 0.0 170.3 101.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 1,008.0

認定熱回収業者への 処理委託量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0

全処理委託量 131.0 595.0 0.0 0.0 0.0 170.0 128.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1,042.0

優良認定処理業者への処理委託量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

再生利用業者への処理委託量 131.0 595.0 0.0 0.0 0.0 170.0 101.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 1,007.0

認定熱回収業者への処理委託量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

①現状

①現状【前年度(令和３年度)実績】

②計画【目標】

産　業　廃　棄　物　の　種　類

産業廃棄物の排出の 抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の 再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の 中間処理に関する事項

②計画

②計画

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．事業の概要

２．計画期間

名 称 株式会社鴻池組　九州支店

所 在 地 福岡県福岡市中央区大名1-14-45

業 種 名 総合建設業

連 絡 先
電　話：092-721-5028　　担当部名:安全環境部
ＦＡＸ：092-751-9877

令和04年04月01日　から　令和05年03月31日　まで　1年間

資 本 金 53.5億円

従 業 員 数 142名（全社：1,983名）

ＩＳＯの取得状況 ISO14001認証取得（2021年07月28日）



３．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（１）責任者

　　　○統括環境管理者：九州支店長　
管轄下の支店、営業所、機材センター及び工事事務所等の行う環境管理を総括し、
当該所管の環境に関する最高責任者（総括環境管理者）として次の各号に定める
事項を行う。

１．環境管理計画の決定
２．環境監査
３．環境管理教育
４．資源の有効利用、環境汚染・公害・環境事故の調査及び対策の樹立
５．協力会社に対する環境管理に係る指導・援助
６．支店が定めたＩＳＯ１４００１の要求事項
７．その他環境管理に関する必要な事項

　　　○産業廃棄物担当：安全環境部長
支店長の指示に基づいて、工事事務所等の環境管理実施について指導・助言を
行うとともに、土木・建築等各部長並びに担当・工事部長、総務各部長と連携
を保ち環境管理に関する必要な措置を行う。

　　　○統括環境責任者：各工事事務所長
支店長の指示に基づいて工事事務所等の統括環境責任者として、当該工事事務
所等の環境管理を統括し、次の職務を行う。

１．環境管理の方針と体制の決定
２．工法・設備の環境に配慮した作業環境の整備
３．環境管理計画の決定
４．常時、作業間の連絡及び調整による環境汚染・公害・環境事故の防止措置
５．１日１回以上の作業場所の巡視
６．協力会社の行う環境に関する指導・援助
７．法令の遵守
８．従業員・作業員に対する環境教育・指導
９．環境管理に関する記録・保存
10．緊急事態の指揮・訓練
11．資源の有効利用、環境汚染・公害・環境事故の調査及び対策の樹立
12．法令に基づく関係諸官庁への報告等
13．支店が定めたＩＳＯ１４００１の要求事項
14．その他環境管理に関する必要な事項

　　　○安全衛生・環境委員会
支店安全衛生・環境委員会の委員長は、支店長が当る。委員は支店長が任命し、
委員会の事務局は支店の安全環境部長が当る。任命・再任・解任はすべて支店長
の決裁による。　　　　　
支店環境委員会は、下記の事項について、立案審議して委員長に提案し、原則
として年１回開催するほか、委員長が必要と認めた場合は、臨時に開催するこ
とができる。

１．本社の環境管理方針に基づく、所管環境管理方針並びに具体策の樹立
２．環境教育に関する事項
３．協力会社に対する環境に係る指導・援助に関する事項
４．環境保全を考慮した作業方法とその改善に関する調査研究
５．資源の有効利用、環境汚染・公害・環境事故の原因の分析研究と今後の対策
６．環境行事に関する企画立案
７．支店で定めたＩＳＯ１４００１の要求事項
８．その他環境管理に関する必要な事項



４．産業廃棄物の処理に関する事項
　（排出の抑制、分別、再生利用に関する事項を含む）

（１）基本的事項

① 環境方針

鴻池組は、建設活動を通じて、地域社会との相互信頼を深め、環境と調和を
図りながら、良き企業市民として果たすべき責任を全うするとともに、健全
な環境を次代に引き継いでいくため環境経営を推進する。

（法規制等の順守）
環境に関する法令、並びに地域社会との協定等の同意するその他の要求

　 事項を順守する。

（環境への取り組み）
　 環境マネジメントシステムを活用して環境負荷の低減に努め、継続的改
   善を図る。
    ○建設作業に伴う地域住民への環境配慮
    ○建設廃棄物の適正処理と減量化
    ○建設作業に伴う大気汚染及び地球温暖化の抑制
    ○省エネ・省資源・３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進
    ○生態系保全の推進
    ○環境保全技術･手法の開発及び提案

（社会貢献）
環境保全および環境創出技術を通じて、人と自然の調和したゆたかな環

   境の創造へ貢献する。

（情報公開）
   環境保全の取り組みと実績を、ホームページ及びＣＳＲ報告書を通じて
   広く一般に開示する。

② 環境教育

環境管理方針集合教育
　毎年、年初に環境管理に関する方針を定め、職員、協力会社を対象とした
　集合教育を実施

（２）廃棄物処理の現状

九州支店の令和３年度の産業廃棄物排出量は約35,771t、委託量は約35,186t、
最終処分量は705.5t（率：2.0%）となった。
前年度の委託量と比較し、コンがら▲25,793t、アス・コンがら+47t、がれき類
▲10,885tとなった。
委託量減少の主な要因としては、令和02年度に最盛期を迎えていた福岡市内の
大型解体工事２件が竣工を迎えたことにより減少となった。
令和４年度も中規模な工事が主体となる見込みであり、この中では敷地が狭く
着工時から産廃の各種コンテナの置場スペースがなく、フレコンバックで保管し
移動しながらの対応を迫られている。こういう状況下では分別が難しいと思われるが、
全体を通して来年度も引き続き分別管理を推進していくものとする。



（３）目標の設定

毎年、廃棄物管理に関する目標設定を行い管理している。

今年度は、廃棄物のリサイクル率98％以上を目標としている。

目標達成のための取り組みとして、

・搬入材料の省梱包、無梱包化を図る
・再利用可能な梱包材の使用
・材料を事前に工場で加工し、端材の発生を抑制
・分別を推進するため、廃棄物の集積場所に分別品目を明示
・小型ボックスを使用し、可能な限り分別を実施
・廃棄物の発生抑制を考慮した工法の検討
　などが挙げられる。

（４）再生利用計画

コンクリートがら

アスファルトがら

廃プラスチック類

金属くず

建設汚泥

紙くず

木くず

廃石膏ボード

ＡＬＣ

安定型混合

管理型混合

（５）課題

不特定の場所で有期的な事業を行う建設業においては、それぞれの地域で
優良な処理会社を選定することが課題となる。
優良性評価制度などの情報収集、現地視察等を行うことによって、優良業
者の選定に努める。

金属として再生利用している処理業者に処理を委託

廃棄物の種類 再生利用計画

再生砕石として販売、利用している処理業者に処理を委託

再生アスファルトとして利用、販売している処理業者に処理を委託

高炉原料等として利用している処理業者に処理を委託

再生利用出来る廃棄物を選別できる業者に処理を委託

改良土として販売、利用している処理業者に処理を委託
工事事務所内で改良し、埋戻土して利用

ダンボールは、再生業者に処理を委託

チップ化し製紙原料、ボードに利用している処理業者に処理を委託

広域認定制度を利用し、再生工場に処理を委託

セメント原料等として販売している処理業者に処理を委託

再生利用出来る廃棄物を選別できる業者に処理を委託



　

本社土木事業総轄本部長
（主 管 環 境 担 当 役 員）

本社建築事業総轄本部長
（主 管 環 境 担 当 役 員）

（２）環境管理組織図

代　表　取　締　役　社　長

中　央　安　全　衛　生　環　境　会　議

本　社　管　理　本　部　長
（総 括 環 境 担 当 役 員）

本社経営管理総轄本部長
（主 管 環 境 担 当 役 員）

本　社　安　全　環　境　部　長 技 術 研 究 所 長
本社土木工務管理部長
本社建築工務管理部長

所管長

安全衛生協力会
（協力会社）

支　店　長
（総 括 環 境 管 理 者）

支店安全衛生・環境委員会

土木 ・ 建築 ・ 設備各部長 安 全 環 境 部 長 総　 務　 部　 長 支　店　・　営　業　所

工 事 事 務 所 長 ・ 作 業 所 長
《 統 括 環 境 責 任 者 》

安全衛生・環境委委員

協　　　　　力　　　　　会　　　　　社
（　関　　係　　請　　負　　人　）


